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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成19年　　11月　　　1日　(木)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　松川　大輔　　　　　　　　記録者　佐々木誓子
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

・昇級試験があります

　日時は、中級：11/6～11/8

　　　　　上級：11/5、9

　各自ＷＩＺメールで確認、予約し、受けるようにしましょう。

・医療廃棄物

　当日のリーダーが、日勤帯で確認し、日誌に記載していきましょう。

　日誌に【医療廃棄】の欄を新しく設けてあります。

　記載するようになったからというだけでなく、日頃から、リキャップ等ないよう気を付けていきましょう。

・11月3日　創立記念、学術、特別講演の日程について

　　各自で当日のスケジュールを確認しましょう。

　　写真撮影の自分の場所も確認し、私語を慎み、撮影に臨むようにして下さい。

　　また、午後より特別講師の方が院内を見学します。

　　病棟内、綺麗にしましょう。

　　※学術の抄録、委員会の方々が作成してくださり、配布されています。一人一冊持ち帰って下さい

・受け持ち患者様

　　今後、玉木Ｎｓが長期間病欠となることになりました。

　　その為、受け持ち患者様を変更しています。各自でケアプラン分担表を見て、確認して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・山内公博様～昨日、北村皮膚科受診されています。

　　　　　　　前回と同じ薬を2週間分処方されています。

　　　　　　　右足については、水虫と診断されています。リンデロン軟膏2回／1日塗布。

　　　　　　　浸出液見られるようであれば、ガーゼ保護と指示受けています。

　　　　　　　昨日、外出された為、本日の床屋外出キャンセルとなりました。

　　　　　　　11月8日（木）にランチ外出

　　　　　　　11月15日（木）14:00～17：00まで、北村皮膚科再受診の為、外出となっています。

　　　　　　　家族様、Ｄｒには承諾得ています。

· 松浦佐恵子様～ヒューマカートＲ1本処方されています。

　　　　　　　　　引き続いて、糖尿病の血糖症状身体症状の状態観察行っていきましょう。

· 塚田昌様～右手の患部治療の為、引き続いて明日夕方よりクラビット（抗菌剤）３Ｔ、またヨウフ　

ェナック（解熱鎮痛消炎剤）２Ｔ、５日分追加処方されています。引き続いて、患部の観察行っていきましょう。

· 吉田寿雄様～発熱落ち着いてきていることから、発熱時の予測指示が本日までとなっています。

　　　　　　　　落ち着いてきていますが、冬場である為、再び風邪症状や、発熱されることのないように身体状況の観察引き続いて行っていきましょう。

· 上村木一様～本日の深夜帯から、鼻汁、発熱等の風邪症状見られています。

その為、本日昼より、総合感冒薬（ＰＬ）４日分処方となっています。身体状況の観察行っていきましょう。

・大久保まつゑ様～時折呼吸苦の訴え聞かれています。以前に気管支狭窄音も聞かれる事ありました。本日よりホクナリンテープ２枚／１日処方されています。1週間分です。引き続いて、身体状態の観察行っていきましょう。

· 佐々木利男様～発熱も続いており、咳嗽、痰鳴聞かれている為、本日より南病棟Ｃユニットから観　　　　　　

察室へと居室移動となります。

また、明日（11/2）採血指示受けています。（この採血が今月の定期採血となります）結果は至急（11/2・夕方以降に）ＦＡＸにてセンターから届きます。11/2準夜Ｎｓが責任持って川端Ｄｒへ報告して下さい。

また本日夕方より食前薬の服用の仕方が変わります。（食事摂取量のバラつきみられる為）ファスティック（ピンク）は食事を1/2摂取した後に服用となります。1/2以下の場合は服用させないとの事です。

＜ケア検討＞

　・疥癬について

　　　東病棟より転棟してきた方で、まだ疥癬の方がいらっしゃいますが、患者様全体では、大分落着いてきています。

　　　疥癬発生を受けての、振り返り、なぜ拡大したのか？入院時の身体チェックの仕方、対策方法等、反省点、今後の対策について、今後話し合い、今後、このような事が起こらぬように、していきましょう。

＜患者様ＮＣＰ＞

· 久慈脩様～食事摂取について

　　　　　　 家族の方に栄養価の高い食品を差し入れして頂いたり、栄養士と相談のもと、高カロリーの食事を提供する事は可能であるが、本人の食事状態にムラがあり、経口摂取も難しくなってきています。

　　　　　　　家族様が、脩様に対して、今後どのようにしていきたいかが、大切である為、受け持ちスタッフが、家族様の意向を伺い、検討して行きましょう。

　　　　　　　それまでの間は、食事の時間だけでなく、午前１０時、午後１５時の水分補給、おやつ摂取の時間も含め、栄養補助を充実させていきましょう。

　　　　　　　







